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論文内容要旨

序論

 羽幌炭田地域は北海道新第三系の非グリーンタフ地域の一つである天塩区に属し,その貝化

 石群は北太平洋地域の北方系浅海性具化石群を代表するものとされてきた。特に,三毛別居及

 び築別層の貝化石群は北方系(寒流系)動物群の中下部中新統の代表とされて,北海道中新統

 で最も暖海性の要素が認められてきた滝の上層の貝化石動物群に対比されてきた。このような

 中で三毛別及び築別居の貝化石群は,中新世における寒流系と暖流系の会合部における貝化石

 群の層序的・生態的関係を明らかにできるものとして注目される。

 また,上部中新統のチェポツナイ層からの貝化石群集は,北海道の厚内一峠下動物群に対比

 されているが,その詳細な層位的古生物学的研究がなく,本邦北方系貝化石動物群の発展過程

 を考察する際に重要な位置を占めている。

 本研究では,このような羽幌地域の新第三系を通して貝化石動物群を対象に群集分布,古環

 境,時代,対比に関して総合的に解析し,これらの地史的意義を明確にした。

地質概説

 羽幌炭田地域の新第三系は,白亜系の上部蝦夷層群及びパンケ沢層を不整合に覆って広く分

 布する。本研究では,羽幌地域の他にこれと近接する達布地域及び大椴地域を関連地域として

 調査した。

 羽幌地域の新第三系は,二つの大きな褶曲構造に支配され,ほぼ北北西一南南東の走行を示

 す。層序は下位より,羽幌層,三毛別層,築別層,古丹別層,チェポツナイ層,遠別層及び茂

 築別層に分けられる。

 羽幌層は夾炭層で,岩相は主に砂岩から成り,シルト岩,凝灰岩及び石炭を爽在する。化石

 は淡水性二枚貝や大型植物化石,花粉化石が報告されている。三毛別居は羽幌層を不整合に覆

 い,貝化石を多産する海成層で,砂岩よりなる下部と砂岩・シルト岩互層よりなる上部とに分

 けられる。築別層もまた貝化石を多産する海成層で基底礫岩または穿孔貝を伴って下位層を不

 整合に覆い,砂岩よりなる下部と,シルト岩よりなる上部とに分けられる。古丹別層は築別層

 とは整合関係で,岩層は礫岩,砂岩,シルト岩及びそれらの互層から成るタービダイト層で,

 追跡可能な5枚の凝灰岩を爽在する。チェポツナイ層は下位層を不整合に覆う砂岩,シルト岩,

 礫岩及び凝灰岩からなる浅海相から陸成相が認められ,多くの貝化石を含有する。また局所的

 に安山岩質火山角礫岩が発達する。遠別層はチェポツナイ層を整合的に覆い,珪藻質及び凝灰

 質の塊状細粒砂岩よりなり,主に石灰質ノジュール中より貝化石を産する。茂築別居は遠別層

 から整合一連で連続し,細粒砂岩よりなる下部と,砂礫互層よりなる上部とに二分される。

 達布地域の新第三系は下位より,砂岩よりなる十五線沢層,夾炭層のあらき沢層,築別層及

 び古丹別層である。貝化石は十五線沢層及ぴ築別層から多産する。
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 大椴地域の新第三系は下位より,古丹別層,貝化石を多産する砂岩及び礫岩よりなる鬼鹿層

 及び遠別層に区分される。

 貝化石群集及び群集解析

 貝化石は羽幌地域の三毛別層,築別層,チェポツナイ層,遠別層及び茂築別層,達布地域の

 十五線沢層及び築別層,大椴地域の鬼鹿層より得られた。各地層からの員化石群をそれぞれ三

 毛別フォーナ,築別フォーナ,チェポツナイー鬼鹿フォーナ,遠別フォーナ,茂築別フォーナ,

 十五線沢フォ一一ナと呼ぶ。これらのうち産出個体数の少ない遠別及び茂築別フォーナを除いて

 各フォーナについて卓越種に基づいた群集解析を行った。

 三毛別フォーナには,1)Pεフ～舵〃θ、2)PJ鵡,0407`,3)亙αooコノz`!一Sヵ's1`/`ご,4)L召8～雇群6/1A'"z。5)

 茂06`4傭/α,6)P6"ψ'o"2`」及び7)Po14!召n`磁の7つの群集が認められる。それらの分布を見る

 と,Poフ1/催`磁群集は三毛別層の上部に限られ,他の6群集は下部届に認められる。加θ乙廊砂

 面耀,E即σσ〃ガS姐・磁珈1翻2α及びMθω"蹄5廊ぬ群集は,層位的に下位から上位へと順次認

 められる。またこれら各群集は地域の南から北へ向かって前述の群集順に配列している。

 P8漉θ磁群集は概してκθooココ紛助加佐群集の下位に存在し,両群集は層位的に密接な関係に

 ある。

 築別フォーナは,築別層下部の砂岩中に1)!⊃θコ2吻〃α,2)5循2面,3M4召フτ齪α7毎の3群集が認

 められ,特にP6η飽磁群集は築別層の基底部にのみ認められる。

 三毛別フォーナと築別フォーナとの関連を見ると,Lαθ眈απ翻フη及びEzoσ詔競召群集は三毛

 別に独自の群集である。三毛別の・P召フ呂舵磁及び〃ooo"励助isア吻群集はそれぞれ,築別の

 P8ηプ∫召晦及び5眺物群集と同様な組成を示している。三毛別のP翅即40n及び!勧ゆZOフ麗群

 集に含まれる貝化石は築別フォーナ中にも認められる。

 十五線沢フォーナには1)P召フzガ'8〃召,2)励磁`8及び3)jv80gε%1伽ハ1鷹。フ照群集が認められる。

 このうち1鞄og醐σ磁一躍α60フ7昭群集は十五線沢に独特の群集で,三毛別及び築別フォーナには

 比較する群集がないが,Pε72飽磁及び5傭多血群集は築別フォーナのそれらと組成が一致する。

 チェポツナイ及び鬼鹿層は共に砂岩及び礫岩中より貝化石を産しその種属構成が同一である

 ため,チェポツナイー鬼鹿フォーナとして一括する。これは磁23'ho館惚%の多産で特徴づけら

 れ,IM加,2)C伽oo砂面`"¢,3)〈Aoog8フ沼地及び4M勉2'ho加α8"群集の4つに区分される。層

 位的には下位より,鵡ロ,C伽0σσπ漉"Zそして飽og8nθ磁群集へと変化し,躍如hOρθ惚π群

 集は1〉εog召フ2ε磁群集に付随して認められる。

古環境

 主として区分した貝類群集の構成種属について,それらの現生での地理的分布,生息深度,

 底質を比較し,これを基礎資料として古環境を復元した。また,関連する植物化石や微化石資

 料も用いて古環境を総合的に検討した。
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 羽幌層は陸成または淡水起源の堆積物で,堆積時の古気候は,大型植物及び花粉化石からほ

 ぼ温暖であったと推定される。

 三毛別層はそのフォーナから,下部はほぼ浅海に堆積したが,Pωψ勧欄群集は沖合相の泥質

 底を示唆している。三毛別層上部はPo74πnゴ血群集が示す中浅海帯から深海帯までの環境が推

 定される。また三毛別フォーナは温帯から亜寒帯の古気候を示している。

 築別層は貝化石から,下部は潮間帯に始まり浅海に堆積し,上部のシルト岩はPo濯α層如の

 生息するより深い環境へ推移した。海中気候は主として三毛別層堆積時とほぼ同じく寒冷から

 やや温暖を示すが,・4照磁解,C詔81h∫s及びS加儒属は温暖要素であり,羽幌地域の新第三系

 海成層で最も暖かい要素である。これらの産出は本州での初期中期中新世の「熱帯海中気候事

 件」に相当する北方延長であると意義づけられる。

 古丹別層は,有孔虫化石(qyo1αノ?zファ3∫照spp.)により,1,500m以深の堆積場が推定され,築

 別層上部堆積時から引き続き深い環境であった。

 チェポツナイ層は,三徳植物群に相当する化石の産出とその岩相などから,一部陸生域の

 浅海の堆積場であったと考えられる。古海中気候はやや温暖から寒冷である。

 遠別層は,Sθプ吻2s及びCl'noo伽漉瑚z属を含み,やや寒冷な浅海の堆積場が推定される。

 茂築別層の上方に粗粒化する岩相は,海退時の堆積物を示し,その浅海性貝類要素は温帯か

 ら亜寒帯に相当する海中気候を示す。

 時代及び対比

 羽幌層の年代は,従来植物化石を基に初期中新世とする考え(Tallai,1961),及び,三毛別層

 が有孔虫と石灰質ナンノ化石から漸新統ないし始新統であるとして羽幌層を後期始新世の石狩

 層群に対比する考え(岡田,1981)が対立していた。本研究では主として三毛別層の貝化石の

 組成が石狩層群を覆う始新統幌内層には対比されないため,羽幌層を最下部中新統に考える。

 三毛別フォーナは基本的組成が築別フォーナに共通しており,両者の年代を大別できない。

 三毛別の貝化石には漸新世の要素も認められるが,これらは全て中新世にも知られている種で

 ある。また1T2`プ7漉IZ召shα!gf氏Thα"z'1'07z8nsな及びP召,ψJo"2αヵκ10h8〃8は従来古第三系から

 は知られておらず,1)osf吻(κo鰐hの惚)及び脆膨フ雁地層は新第三系に限られる。三毛別居

 上部の凝灰岩のK-Ar年代値は19.3±1.OMaであり,三毛別層の年代は初期中新世であると考

 えられる。

 三毛別フォーナは北海道中部の朝日動物群に対比され,三毛別層は雨龍炭田の袋地層及び夕

 張炭田の朝日層(=幌向層)に対比される。

 築別層は,上部のシルト岩から得られた珪藻化石がKoizumi(1977)の且。伽。の'oZノ」s∫フ2gθπs

 帯からZ)θ箆∫加10ゆsf∫忽づ'o帯を示し後期初期中新世から初期中期中新世である。

 築別フォーナ中のA麗磁瓶ogoω砿α∫」∫θIZ粥歪2z槻。ε箆sfs及びS加`麗塀6θガは温暖な要素で

 あり,日本の“Mid-NeogeneClimaticOptimum"に対応する要素と考えられる。築別層は北
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 部北海道の鬼志別層,雨龍炭田のユードロ層及び新雨龍層そして滝の上層に対比される。また,

 東北日本では岩手県の門の沢層,仙台地域の茂庭層及び旗立層下部,そして常磐炭田の湯長谷

 層群に対比される。

 古丹別層の珪藻化石はKoizumi(1977)g∠)ε下面。%Joρ廊♂σr磁帯を示し,初期中期中新世であ
 る。古丹別層の特徴的なタービダイト相は北海道の石狩一天塩帯に広く認められ,増幌層,川

 端層及び受乞層に対比される。

 チェポツナイー鬼鹿フォーナの特徴種ノ4nα磁フηho娩副087呂漉,躍諭`肋勿惚n`ogεshガ'8フ箪諮,

 Z)os初句ん。紹hの痂耀ηz碗n脇は,北海道の峠下層及びオコッペ沢層にその産出が限られてい

 る。チェポツナイ層最下部の安山岩質火山礫岩のK-Ar年代は12.4±0、7Maが得られており,

 チェポツナイ層の時代は後期中期中新世から後期中新世であると考えられる。

 遠別層の貝化石は全て現生種である。遠別層の珪藻化石は小泉(1980)の.067z∫ガ6z40p3な

 hσ瓶s6h石地α帯のb亜帯を示し,初期鮮新世と考えられる。

 茂築別層からはFoフ物ε惚η∫α肋hαshぢガを産し,鮮新世と考えられる。また珪藻化石は1(o-

 izumi(1977)のZ)召7zごぢα{妙sfs舵n欝chα`fσα一〇.s¢7r1初αεvar.カss4's帯を示す。茂築別層はF研

 物6飽,鉱罐αhαshガの産出から,サハリンの丸山層,北海道の滝川,勇知及び厚賀層,東北日本

 の竜の口層およびその相当層に対比される。

記載分類

 本論文では,新種12種を含む48属84種の貝化石を記載した。
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 論文審査の結果の要旨

 野田芳和提出の論文は,野外調査による緻密な地質学的研究を基礎として,北海道羽幌炭田

 地域の新第三紀貝類化石群の変遷を総括したものである。羽幌炭田地域の新第三紀貝類化石群

1

 は,従来より北太平洋地域の底生生物の発展史を考察する際に,重要な古生物地理的位置を占

 めるものとして注目されてきた。特に築別層・三毛別層は豊富な貝類化石が知られていたにも

 かかわらず,それらの詳細な研究はなく,北方寒流系動物群の変遷史を考える上で大きな問題

 となっていた。

 野田芳和は上記の地域の新第三系から精力的に貝類化石を収集し,独自の地層区分に従い,

 各層の卓越種に注目した貝類化石群の群集解析を行い,個々の群集組成を明らかにした。さら

 に,その群集の層序的・空間的分布を整理し,現生種属の生態と堆積学的資料に基づいて,初

 期中新世から鮮新世にわたる個々の貝類化石群の古環境的な背景を考察した。従来多くの異

 なった考えのある時代論について,貝類化石だけでなく,関連する多くの地質学的古生物学的

 資料を検討し,築別層を初期中期中新世に,三毛別層を初期中新世に位置づけた。そして築別

 動物群中の一部の浅海相にのみ,本州での中期中新世熱帯海中事件に対応する貝類要素が存在

 する事実を初めて明らかにした。また,三毛別動物群と築別動物群の貝類組成を比較し,両者

 の化石群を一括して三毛別皿築別動物群とし,これが初期一中期中新世の北方系冷温帯を代表

 する群集であると結論した。さらにこの動物群を構成しているIOの基本的な貝類の組合せを明

 らかにし,群集の古生態学的な特性を示した。

 本邦において,これらの北方系の個々の貝類化石の種属は,従来その多くが分類学的に検討

 不十分であったが,野田は樺太,カムチャツカ,アラスカなど北西太平洋全域の貝類化石につ

 いて分類学的検討を加え,新種12種を含め合計48属84種の貝類化石を記載した。この研究によっ

 て北太平洋地域における寒冷系貝類の時間的,地理的消長が明らかとなり,多くの新知見を提

 供している。

 このように野田芳和提出の論文は,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識

 を有する事を示している。よって野田芳和提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認め

 る。
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